
１．事業説明シート （区分）　国補　・　県単　

事業箇所 東花輪川Ⅱ期 事業主体

H13年度 （３）完了後経過年数 5年 （４）総事業費

□主要目標

□副次目標

□副次効果

（７）整備内容（目標達成の方法）

（６）事業着手時点で想定した整備目標・効果

（５）事業着手時点の課題・背景 （８）事業位置図等

　本地区は、甲府盆地南部に位置する低平地で、台風や豪雨時には甲府圏域の排
水が集中することから湛水被害を受けてきた地域である。
　このため、排水対策として従来より幹線排水路である東花輪川及び清川につい
て改修を行ってきた。
　排水先である鎌田川は、流下能力不足のため河川管理者により河川改修が行わ
れているが、台風や豪雨時には笛吹川からのバックウォーターによりしばしば水
位の上昇が発生する。
   このため、幹線排水路の一部改修と、東花輪川、清川の合流地点に排水機場を
設置し、ポンプによる強制排水を行うことで、地区内の湛水被害を防止し、地域
の防災対策と農業の持続的な安定を図ることを目的に本事業を実施した。

中央市大田和湛水防除事業（国補）

令和2年度　公共事業事後評価調書

（１）事業着手年度

地区名 山梨県事業名

1,281百万円（２）事業期間 H13年度～H27年度

　事業量
排水機場　一式　(排水機(φ1,350×2台)、上屋工)

排水路　720m

農業用排水能力の向上

なし

農地の保全

中央道新山梨環状道路

2000m
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２.評価シート（１）
（２）費用対効果分析の算定基礎となった要因等の変化

1,359 百万円 1,393 百万円 1,281 百万円

1,978 百万円 2,383 百万円 2,377 百万円

①主要目標　農業用排水能力の向上 建設費 1,624 百万円 1,957 百万円 1,950 百万円

指標 事業着手時点数値等 事後評価時点数値等 関連事業費 354 百万円 426 百万円 427 百万円

2,034 百万円 2,528 百万円 2,844 百万円

維持管理費節減効果 -25 百万円 -31 百万円 -36 百万円

災害防止効果（農業） 1071 百万円 1331 百万円 1498 百万円

災害防止効果（一般資産） 947 百万円 1177 百万円 1325 百万円

災害防止効果（一般公共） 41 百万円 51 百万円 57 百万円

□評価 ※費用便益比（B/C）は、1.0を超えており、経済効率性は確保されている。

（要因変化の分析）

・総事業費：近接する河川工事と一体施工を行うことにより事業費の削減が

図られた。

（３）事業実施による環境の変化

①自然環境への影響

※1　評価基準値

②生活・居住環境等への影響

②副次目標

なし

③環境保全対策の効果発現状況（措置を講じた場合）

・なし

③副次効果 （４）社会経済情勢の変化が事業に及ぼした影響

項目 ①社会経済状況の変化

・なし

②関連計画・関連事業の状況の変化
・排水先は、基幹河川改修事業（国補）鎌田川地区として整備された。

③事業環境等の変化

1.1 1.2

費
用

※2　評価指標を前回設定していなかったため、今回改めて算出

〈 有 ・ 無 〉

（理由）

（１）事業貢献度 〈 良 ・ 不良 〉

H21 R2

項　　目 着手時点 事後評価時点

総事業費

再評価時点　排水機場及び排水路が整備されたことにより、これまで支障が生じていた
台風や豪雨時における鎌田川への排水能力が向上し、農地への湛水被害が防
止され、農業経営の安定が図られた。

・湛水防除事業東花輪川地区（H5～H11）、農村振興総合整備事業今川地区（H8
～H19）で排水路が整備された。

H1３～H2７

評価基準年 H13

・なし

・排水機場・排水路が整備されたことにより、地域住民の安全安心が確保され、安
定した生活基盤の確保と地域の活性化が図られている。

・なし

便
益

経
済
効
率
性

Ｂ／Ｃ 1.0

工　　期 H13～H２１ H13～H2５

・工　　期：排水路の整備において、対外協議・調整に時間を要したため工
　期の延長となった。

内容

農地の保全
排水機場及び排水路の整備により、農地への
湛水被害が防止され、農地が保全されている。

施設老朽度※1 － 0.30

※1　排水機場は新設のため、着手時は　－　とした

用排水能力向上率※2 1.91 1.91

○ 施設整備により耐用年数が向上しており、老朽度は改善されている。

（使用年数：６年）÷（既存施設の耐用年数：20年）
＝ 0.30 ≦ 1.0※1

○ 事業の完成により、排水機場及び排水路が整備され、排水能力が
向上しており、排水機能は改善されている。

（計画排水能力　9.2m3/s）÷（既存排水能力　4.8m3/s）
＝ 1.91 ≧ 1.0※1
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評価シート（２）
（７）同種事業の計画・調査のあり方の見直しの必要性

（理由） （理由）

□「有」の場合の実施時期及び方法 （具体的反映策）

・時期： 年度

・方法：

（６）本事業における改善措置の必要性 （８）事業評価手法の見直しの必要性

（理由） （理由）

（具体的反映策） （具体的反映策）

（既に実施した改善策の内容と効果） （９）その他特筆すべき事項
・なし

・なし

・なし

・なし

・なし

・排水機場及び排水路が整備されたことにより、農地への湛水被害が防止される
だけではなく、住宅や事業所等の一般資産への被害も防止され、地域住民の安全
安心が確保されている。

〈 有 ・無 〉

〈 有 ・ 無 〉

〈 有 ・ 無 〉

〈 有 ・ 無 〉

（５）今後の事後評価の必要性 〈 有 ・無 〉

　本地区においては、昭和57年、58年、平成2年、12年、20年において台風
及び豪雨による農地及び住宅への湛水被害が発生していた。
　令和元年度の台風19号においては、総雨量193mmの降雨が観測されたが、
本事業により整備した排水機場を稼働し、東花輪川、清川の排水をポンプにより
強制的に排水することで、農地及び住宅の湛水の被害を回避することが出来た。
　このことから、十分な災害防止効果が発現されているため、今後の事後評価は
必要ないと思われる。

・なし

・なし
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：中央道 ：湛水区域

：県道

：市道 ：排水受益

：環状道路

：JR身延線

：排水路
（当該事業）

：排水機場
（当該事業）

：排水路
（別事業）

３
.添

付
資

料
シ

ー
ト

（
１

）

凡例

０ｍ 500m 1.0km

今川地区（排水路工） 東花輪川地区（排水路工）

排水路

新山梨環状道路

湛水区域(赤ｴﾘｱ）

東花輪駅

東花輪川

清川

東花輪川Ⅱ期地区 計画一般図

今川地区（排水路工）

今川地区（排水路工）

東花輪川地区（排水路工）

写真③

東花輪川排水機場（排水機 2機・上屋）

小井川駅

常永駅

国母駅

集水区域（青ｴﾘｱ）

写真①
写真②,④
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３.添付資料シート（２）

① 整備前：JR東花輪駅周辺の冠水状況(H20)
② 整備前：排水路のオーバーフロー状況

④ 整備後： 排水路の排水状況③整備後： 排水機場の全景
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